
２-２）許容応力度計算  
 
 

 １．許容応力度計算設計条件 

 

    ①対象となる建築物               ②使用可能な開口フレームの種類 

 

 

     

 

 

     

 
 

２．許容応力度計算設計手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

設計マニュアル 

手順１  適用範囲フローチャートにより許容応力度計算にたどり着くことを確認する 

手順２  耐力壁量が不足している方向を把握した上で、開口フレームを取り付ける開口部を設定する。 

手順３  許容応力度計算にリストから読み取った短期基準せん断耐力を入力する。 

手順４  許容応力度計算により、計算の結果満足していることを確認する。 

 
TYPE Ⅰ……1.0P－1.5P－2.0P 
 
 
TYPE Ⅱ……1.0P－1.5P－2.0P 
 
 
TYPE Ⅲ……1.0P－1.5P－2.0P 
 

 
TYPE Ⅳ……1.0P－1.5P－2.0P 
 
 
TYPE Ⅴ……2.0P－3.0P－4.0P 
 
 
TYPE Ⅵ……1.0P－1.5P－2.0P 
 

タイプ別性能リストより 
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・新築物件であること 

・木造建築物であること 

・在来軸組工法の建築物であること 

・46 条壁量計算を満足できない場合 

・フレーム設置個所に裏付けが必要な場合 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手順１ 適用範囲フローチャートにより許容応力度計算にたどり着くことを確認する 
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◎木造である 
○ＲＣ造である 
○鉄骨造である 

START 

◎軸組工法である 
○枠組工法である 
 

◎新築工事である 
○改修工事である 

開口フレームを用い
る必要の無い(でき
ない)建物です 

壁倍率計算により壁量
を満たし建物のバラン
スも向上します 

許容応力度計算により壁
量を満たし建物のバラン
スも向上します 

耐震診断１により
建物のバランスを
向上します 

計算は行わず開
口部を補強し地
震に備えます 

◎50 ㎡未満の平屋である（申請を要しない建築物） 
○50 ㎡以上の２階建てかつ 3階建未満であり延べ面積が 500 ㎡以下、高さ 13 
ｍ以下、軒の高さが 9m 以下の木造建築物（４号建築物） 
○３階建て以上又は上記の面積及び各高さを超える木造建築物（２号建築物） 
 

 

◎耐力壁量が基準法を満たしている 
○耐力壁量が基準法を満たすことができない 

◎耐震診断により設置位置を確認する 
○地震時に不安な開口部に設置する 

耐震診断２により
建物のバランスを
向上します 

◎耐震診断により設置位置を確認する 
○地震時に不安な開口部に設置する 

予定 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１階平面図 

手順２ 耐力壁量が不足している方向を把握した上で、開口フレームを取り付ける開口部を設定する。 
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開口フレームの設置位置を検討する。 
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耐震開口フレーム短期基準せん断耐力リスト（kN） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「△」は実験データがないため、使用上の制限あり 

※（  ）内の数値は枠材 120×120の製材へフレーム寸法 120×150を取り付け、かつジョイントを設けない場合 

種別       Ｗ １Ｐ 1.5Ｐ ２Ｐ ３Ｐ ４Ｐ 材種 補強方法 

Ⅰ BL(A)G 4.60 5.04(7.09) 5.41   集成材 アラミドシート 

BL(B)G 4.59 4.11 4.52   集成材 引張りボルト 
Ⅱ 

BL(B)LV 5.51 △ 4.86   ＬＶＬ 引張りボルト 

BL(A+B)G △ △ △   集成材 アラミド＋ボルト 
Ⅲ 

BL(A+B)LV △ △ △   ＬＶＬ アラミド＋ボルト 

Ⅳ BL(A)LB 5.52 (8.79) 6.05   ＬＶＢ アラミドシート 

MI(A+B)G   9.46 9.81  集成材 アラミド＋ボルト 
Ⅴ 

MI(A+B)LV     12.06 ＬＶＬ アラミド＋ボルト 

Ⅵ BL(A)LV △ 3.94 △   ＬＶＬ アラミドシート 

手順３ 許容応力度計算にリストから読み取った短期基準せん断耐力を入力する。 

手順４ 許容応力度計算により、計算の結果満足していることを確認する。 
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